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 新潟県女性財団では、旬の話題を男女共同参画の視点で考える定期講

演会を開催しています。今回は、『変わるお葬式、消えるお墓』の著者、

小谷みどりさんを講師にお招きします。 

お墓について、また多様化する葬送についてのお話をお聞きして、自分はどのように人生の最期を

迎えたいのかを考えてみませんか。申込み・問合せは女性財団まで。 

 

日 時 内 容 ・ 講 師 会 場 等 

3 月 23 日（土） 

13：30～15：30 

「変わるお葬式 消えるお墓」 

講師：小谷みどりさん 

        （第一生命経済研究所主任研究員） 

【会場】新潟県女性センター 

女性団体交流室 2 

【定員】60 人（先着順） 

【参加費】500 円（当財団賛助会員は無料） 

【保育あり】要申込。6 か月以上 10 人（先着順）保育協力費：子ども 1 人 200 円 保育締切：3／9(土) 

 

定期講演会 

 

新年のご挨拶 
 

財団法人新潟県女性財団 理事長 大島煦
く

美子
み こ

 

 

新年明けましておめでとうございます。 

当財団が設立されて 20 年目の新春を迎えました。 

年頭のご挨拶にあたり日頃より皆さまからのご支援ご協力に心より感謝申し上

げますとともに本年もよろしくお願い申し上げます。 

唐突ですが「ウーマノミクス」をご存知でしょうか？ 

1999 年に外資系証券会社の社員さんが提唱した概念です。 

それは「ウーマン」+「エコノミクス」を合わせた造語です。 

女性が働き手として期待され、消費者としてもリードする経済の事といわれて

います。 

このように「女性の労働力の活用」が活力ある社会づくりのために重要といわ

れながらも現実は、職場環境や家庭環境がまだまだ固定的性別役割分業意識のた

めに女性の十分な能力活用がなされていない状況です。 

女性の地位向上とともに、男女が共に参画し、多様な生き方が選択できる男女

共同参画社会づくりをなお一層、職場・家庭・地域などあらゆる分野において進

めることが重要なことと捉え、県、市町村そして県民の皆さまとの連携を密に

し、平成 25 年度新たに示される県男女平等推進プランをふまえ、事業展開を図っ

ていかなければと思っています。 

公益財団法人に移行予定の本年は当財団の底力を問われる年と認識し、その使

命を違（たが）うことなく職員一同尚一層努力する覚悟をあらたにしています。 

最後に皆さまのご健勝とますますのご活躍を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさ

せて頂きます。 

2013 年 新春 

 

 

 



 「第 3 次男女共同参画基本計画」から、3 つの重点分野を取り上げて、

現状と課題を知り、施策の推進や実効性のある取組を市民レベルでも進め

るため、全 3 回の連続講座を開催しました。 

①第 11 分野：男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実 

講師：渡邊洋子さん（京都大学大学院教育学研究科准教授） 

 

男女共同参画社会実現の基礎となるのが教育・学習であると

しながら、「11」番目の分野であり目新しい施策もない。ルー

チンワークになっているのではないかと講師から問題提起が

あった。教育で重要なのは、ライフイベントに直面した時に活

きるジェンダー認識であり、自分の問題として考えるため、日

常・家庭・職場・地域社会・学校において、どんな態度を示し

ているか。具体的な場面で確認した。特に「子どもは両親と社

会で協働して育てるという価値観」について、家庭では「共働

き子育てスタイル、文化の定着」、「共働き育児・子育ての知

恵の共有化・継承」、学校では「家族を持つ・親になることに関わる準備教育」など自分の生き方・働き

方を考えるヒントを得る教育の機会をどう作っていくか。地域社会でも次の世代をどうするのか、学習を

通じて知恵を出し合う場が必要と提案された。 

 

②第 10 分野：生涯を通じた女性の健康支援 

 講師：佐山光子さん（新潟大学大学院保健学研究科教授） 

 

 健康と暴力の根絶は関連した分野である。繰り返し暴力の被

害者となる女性個人ではなく、その背景にある社会を見ていく

ということ。女性の丌妊治療はやりつくした感があり、対象が

男性に移ってきた。男性の側から見れば、丌妊治療で男性は取

り残されてきたといえる。性差に基づく女性医療（性差医療）

から、性差に敏感な保健を進め、女性だけの問題と抑え込まず、

男性も自分のこととして捉えられるような新たな展開を期待す

る。科学の進歩を止めることはできないが、医療が主体になる

のではなく、性と生殖に関する健康についての情報を得て、活

用できる力「リプロダクティブヘルス・リテラシー」をつける

という新しい課題の提示があった。 

 

③第 6 分野：活力ある農山漁村の実現に向けた男女共同参画の推進 

 講師：粕谷美砂子さん（昭和女子大学人間社会学部准教授） 

 

 女性農業者の経済的地位の向上や社会・経営参画等について、

「ジェンダー統計」から現状と課題を整理した。女性農業者は、

報酬を受け取っていない者が半数を占める。（以下「H20 農家

における男女共同参画に関する意向調査より）45％が定期的あ

るいは一定割合で報酬を受け取るべきだと思っていて、若い世

代ほど高い。また、男性は女性に共同経営者として主体的に農

業経営方針の決定に関わってもらいたいという割合は半数。女

性は経営方針決定は夫（親）などが行うが、自分の意見も反映

させたいと 3 割の人が答えている。男女間の意識の差がある。

また、交流ネットワークの形成、女性の参画の拡大について

「わからない」「無回答」の人が一定割合いる一方で、社会参画によって情報が得られた事例を紹介。女

性農業者の二極化している現状を理解することがまず一歩だと話された。 
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2 月末から 3 月にかけて「人生百年物語」を開催します。昨年は

「人生百年物語 備えあれば憂いなし」を開催。参加者の皆さんから

「是非、続編を！」という声が多くありましたので、第 2 弾を企画いたしました。高齢社会をどう生

きていくといいのか、一緒に考えてみませんか。みなさんのご参加をお待ちしています。詳細は、

ホームページ（http://www.npwf.jp）でご案内します。 

 

回 開催日 内 容 講 師 

1 2 月 28 日 地域で暮らす・ご近所つきあい 三井田隆さん（産業カウンセラー） 

2 3 月 7 日 認知症と事故予防について 青木萩子さん（新潟大学医学部保健学科教授） 

3 3 月 14 日 エンディングノートについて 関川治子さん（関川司法書士事務所所長） 

＊毎週木曜日 時間はいずれも、13：30～15：30 

【会場】新潟県女性センター女性団体交流室 2 【対象】テーマに関心ある成人男女 

【定員】30 人（先着順）【参加費】無料 

【保育あり】要申込。生後 6 か月以上 10 人（先着順）保育協力費：子ども 1 人 200 円  

 

 

 3 月に開催する人材育成セミナーです。詳細は、ホームページ

（http://www.npwf.jp）をご覧ください。 

 

日 時 タイトル・講師 対象・定員・参加費 

3／2（土） 

10：00～17：00 

働く女性のための 

コーチングマネジメント 

講師：丸山結香さん 

      （経営コンサルタント） 

【対象】現在働いている女性 

【定員】20 人（申込先着順） 

【参加費】5,000 円 

3/16（土） 

 17（日） 

10：00～17：00 

トラブル解決力アップセミナー 

講師：鈴木有香さん 

       （異文化教育コンサルタント） 

【対象】テーマに関心ある成人男女 

【定員】20 人（申込先着順） 

【参加費】10,000 円 

＊会場はいずれも、新潟県女性センター 女性団体交流室 2 

 

 

★「気持ちに寄り添う 保育室の運営 

～ワールド・カフェを体験しよう！」 

 

県内の保育ヘルパーグループで活動をしている人を対象に、交流会を開催します。保育中の子ども

との遊びや保護者との関わり方、グループの運営についてなど、保育活動について情報交換を行いま

す。情報交換会の後は、昼食会（有料）を予定しています。 

＊「ワールドカフェ」とは、アニータ・ブラウンとデイビッド・アイザックスによって、1995 年に開発・提唱された対話の手法。

メンバーの組み合わせを変えながら、小グループで話し合いをすることで、たくさんの人の様々な意見を聞くことができます。 

【日時】2 月 26 日（火）10：30～14：00 

【会場】新潟県女性センター女性団体交流室 2（新潟市中央区上所 2－2－2 新潟ユニゾンプラザ 2 階） 

＊詳細は、決まり次第お知らせいたします。 

 

人材育成セミナー 

女性センター講座 

保育ヘルパーグループ交流会 

 

 



 

1 月から 3 月に開催される地域セミナーです。各セミナーの詳細は、

当財団のホームページをご覧ください。 

 

 

◆阿賀野市「知っていますか？DV・デート DV」 

【日時】1 月 24 日（木）15：30～17：00 

【会場】水原保健センター 研修室（阿賀野市岡山町 10－15） 

【定員】180 人 【参加費】無料 

【講師】朝倉安都子さん（NPO 法人女のスペース・にいがた 代表理事） 

【申込み・問合せ先】阿賀野市企画政策課 企画政策室 男女共同参画推進係  

TEL：0250－62－2510（内線 283） 

 

◆長岡市「経営戦略としてのワーク・ライフ・バランス～企業と社員 双方の利益のために～」 

【日時】1 月 30 日（水）13：00～15：00 

【会場】アオーレ長岡 市民交流ホール B・C（長岡市大手通 1－4―10） 

【定員】200 人 ※申込み順 【参加費】無料 

【講師】小室淑恵さん（（株）ワーク・ライフバランス代表取締役社長） 

【保育あり】要申込 

【申込み・問合せ先】長岡市男女共同参画推進室 TEL：0258－39－2746 
 

◆三条市「もしも家族が要介護になったら～介護と仕事の現実～」 

【日時】3 月 16 日（土）13：30～15：30 

【会場】三条市中央公民館（三条市元町 13―1） 

【定員】30 人 【参加費】無料 

【講師】菊池いづみさん（長岡大学 教授） 

【保育あり】要申込 

【申込み・問合せ先】三条市市民窓口課市民係 TEL：0256－34－5511（内線 476） 

 

 

 

◆「交流学習会議」 

国立女性教育会館では、地域における男女共同参画を推進するため

「交流学習会議」を開催します。各地の先進事例や地域における課題

等を共有するとともに、女性関連施設等の関連機関や女性・グループ等の連携・協働の促進に向けて

の意見交換を行います。詳細は、下記にお問い合わせください。 

 

 【開催日】2 月 8 日（金）～10 日（日） 【会 場】国立女性教育会館（埼玉県比企郡嵐山町） 

 【問合せ先】独立行政法人国立女性教育会館事業課 

TEL：0493－62－6724・6725／e-mail:progdiv@nwec.jp／URL：http://www.nwec.jp 
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